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からは 2000年度までのように，大南 (2010) の『生きるカJの六つの観点をす
べて踏まえる教育目標に戻っている。このことから六つの観点を含む目標が適
切と確認(再確認)してきたことがわかる。






平成 22年度長崎県学校基本調査の結果によると，平成 22年 3月の高等学校(全
日制 ・定時制)卒業者の大学等への進学率は，前年度に比べ 2.9%噌の 43.2%で，
7年連続の湘加であった。就職率は前年度に比べ 10.3%減の 27.9%であるロ
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